
日向市防災ハザードマップ

「避難すること」

※避難とは、避難所へ行くこと
　ではなく、災害から身の安全
　を確保するための行動です。

「安全を確保する行動」

早めに、安全に

緊急時

災害が迫ったとき、
おかれた状況は一人ひとり違います。
それぞれが自ら判断し、
適切な行動を取らなければなりません！

災害が迫ったとき、
おかれた状況は一人ひとり違います。
それぞれが自ら判断し、
適切な行動を取らなければなりません！

WEB版はこちらから

土砂災害・浸水害・洪水害のメカニズム

大雨警報・洪水警報が発表されたら危険度をチェック↓↓

の危険度分布を確認
大雨警報（浸水害）

の危険度分布を確認
洪水警報

種類 土石流 がけ崩れ 地すべり

災害
イメージ

特　徴

主な
前兆現象

山腹や川底の石、土砂が長雨や集中豪雨などに
よって一気に下流へと押し流される現象。
時速20～40kmという速度で一瞬のうちに人
家や畑などを壊滅させてしまう。
・山鳴りがする
・急に川の水が濁り流木が混ざり始める
・腐った土の匂いがする
・降雨が続くのに川の水位が下がる
・木が裂ける音や石がぶつかる音が聞こえる

・がけにひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧き水が止まる・濁る
・地鳴りがする

・地面がひび割れ・陥没
・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り・山鳴りがする　　　・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生

斜面の地表に近い部分が、雨水の浸透や地震
等でゆるみ、突然、崩れ落ちる現象。
崩れ落ちるまでの時間がごく短いため、人家
の近くでは逃げ遅れも発生し人命を奪う。

斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力
によってゆっくりと斜面下方に移動する現象。
土塊の移動量が大きいため甚大な被害が発生。

立ち退き避難

屋
内
安
全
確
保

「気象庁提供」

重大な被害のおそれのある水位

避難等を判断する水位

避難の準備を始める水位
水防団が出動する水位

※ 必ずしも　警戒レベルは1から5の順番で
情報提供されるとは限りません。

※ 身の危険を感じる場合は避難を開始してく
ださい。

水防団が準備を始める水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

通常の水位

河 川 危険度

大雨のピークや台風の上陸が◎
夜間になることが予測される場
合は、明るいうちに避難を呼び
かけることがあります。

　備蓄品や非常持ち出し品は事前に相談して準備することが大切です。
　また、災害時の行動や役割、避難場所や離れ離れになったときの連絡方
法など、日頃から防災について話し合うことが大切な人の命を守ることに
つながります。

　大規模災害では隣近所全てが被災者となることから、地域で助け合う
ことで被害を軽減し、災害を乗り切ることができます。そのためには、
自主防災組織や地域活動に積極的に参加し、日頃から地域とのつながり
をつくっておくことが大切です。

　猛烈な大雨のときは、防災無線や屋外スピーカーによる避難情報
が聞き取れなかったり、突然の大雨で避難情報の発表が遅れたりす
ることがあります。危険を感じたらすぐ逃げることが重要です。

　夜間で見通しが悪いなど、避難場所への移動（立ち退き避難）が
危険でできない場合、自宅や近くの建物の高い階へ移動（屋内安全
確保）し、救助を待つことが重要です。

　安全が確認されるまで、避難場所から自宅に戻ることは避けまし
ょう。大事なものや持ち出し品を取りに帰ることは危険です。

災害への備えは大切な人と話し合いながら

日頃から近所や地域とのつながりをもつ

豪雨になる前の早めの避難
 1 危険を感じたらすぐ逃げる

立ち退き避難と屋内安全確保

避難したら戻らない

自助
 1人ひとりが自分
の身の安全を守る

共助
自主防災組織など、身近
にいる人同士が助け合う

公助
市や県、国など防災関係
機関が災害対策を進める

地域の防災力

相談支援 活動支援

避難勧告等の発令

避難準備・高齢者等避難開始の発令
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風水害時、
　　避難するときは…

河川の水位・防災気象情報と避難情報 土砂
災害

河川
氾濫

ただちに浸水しない場合に避難してください。冠水等でやむをえず避難
ができない場合は、自宅や近くの建物の高い階へ一時避難してください。 氾濫発生

堤 

防 注　意

警　戒

非常に危険

極めて危険
警戒レベル相当情報 警戒レベル 避難情報など 住民がとるべき行動

大雨特別警報

土砂災害警戒
情報

大雨警報
洪水警報

大雨注意報
洪水注意報

早期注意情報
※警報級の可能性
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災害発生情報 ただちに命を守る行動
既に災害が発生している状況です。命を守る行動をとってください。

速やかに避難先へ避難してください。

避難勧告
※ 避難指示（緊急） 対象地域は避難

避難準備・高齢者
等避難開始 高齢者等は避難

避難に時間を要する人は、避難先へ避難してください。

避難の方法等を確認

気象情報に注意こころの緊急スイッチ

土砂災害警戒判定
メッシュ情報を確認

※1 ※2 ※3

気象情報・防災情報の伝達経路
気象庁 宮崎県

日向市 （災害対策本部）

報道機関 自主防災組織 消防・警察

市民のみなさん（自発的に情報収集を！）

テレビ放送

ラジオ放送

電話や直接の
声掛け

車両による広報

緊急速報メール
防災行政無線

FAX・メール
登録制の電話・

市ホームページ
Yahoo!防災速報
公式ツイッター
公式フェイスブック

OFF
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※避難指示（緊急）は地域の状況に応じて緊急的または重ねて避難を促
す場合などに発令されるため、必ず発令されるものではありません。
※災害発生情報は災害が発生していることを把握した場合に、可能な範
囲で発令します。


